
【生薬名】菌藤商 潔 耽桝S/沼f銘 ″た切解Sれ が

【起源植物】カワラヨモギ ″す。狙isゴ2角 ガガ2rrs

キク科 Compositae

河原支

菌陳商 : 花穂 ・頭花、日本で主に使われているもの

綿菌陳 :若 い新芽の霊葉、中国ではこれを主に使う

菌陳苗と綿菌僚は同様に使つて基じ支えない

精油(カピリスカピレスメ筋ピレン、カピロスカピラリン、βピわ、カピ"飛 シ沈 B)ゃクロモン類(カピうけシン)、

クマリン去関(スヨA°ロン)、 フラホ
◆
′イト
・
(ケ
・
ン'ワニン、ラムメントリン、シルシリホオール、シルシマレチン)

気妹は番微寒、掃経は牌口肝腿に属す

0清 熱利湿、退責定

●費定の理葉、1日 10～20gを 煎服する

0煎 じる時に出梶子2～ 3g加 えると効果的

●菌藤商溺や菌陳五脊散は費遭によく使われる

0奪 麻摩、肝炎ゃ浮腫に1日 10～20gを 水400減で煎じ分3服 用する

0煎 液およびカピル.カピラリシン、スコどヽ
°
nンに胆汁分泌促進が観められている

0肝 障害改善s抗 炎症、抗腫窮、抗菌、解熱などの作用が盟められている

0肝 炎予防、各種の胆通疾患、胆嚢炎に利用される

●消炎権利尿

●二日酔いに菌陳五苓散は効果的、飲む前に服用すると予防にもなる

0胆 石や胆道結石には宙藤10g、 裏白程12gを 煎服すると石の排出に有効

●皮膚の津みに菌藤商崩の煎液を飲み濃厚な煎液で感部を洗うと良い

【主 成 分】

【出 典 】●菌藤商、主治殺費也。 (薬徴)

●菌藤商 味 苦平、主風混、寒熱、邪気年熱結、責遭、久服軽身、益気、耐を。

(神農本車継)

●菌藤 (通利湿熱治描費)昔 燥湿.寒 勝熱入足太陽籍.発 汗利水.以 泄太陰協明

之湿熱.獄 治貴遺之君薬.又 治傷泰時疾.狂 熱疲盛.頭 痛頭旋.女 人頼・3m・

(本車備要)

●

●菌練商湯、西藤五苓散

●

【科 名 】

【別 名 】

【薬用部分】
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